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	フコクアトリウム空間プロデュースプロジェクト 
	ー 冬のオブジェ制作ー 
	在学生：3月26日〜3月27日13:00まで（面談有り）​新入生：4月3日〜4月7日17:00まで（面談無し　抽選） 
	ともにエントリーフォームよりエントリー 
	❏​単位認定　芸術教養科目　※シラバスに記載 
	❏​履修対象　全学科・全学年　 
	❏​定員　35名程度（応募者多数の場合は抽選） 
	❏​授業日　月曜日3,4限 
	❏​担当教員　森太三（非常勤講師）、森岡厚次（芸術教養センター） 
	❏​プロジェクトの特徴（経験できること、身に付く力） 
	●​立体制作を通して、立体造形表現に必要な知識と表現技法を学ぶことができます。 
	●​クライアント企業との協働の中で、実際に社会に出たときに必要なプレゼンテーション能力やコミュニケーションスキルを実践的に身に付けることができます。 
	●​制作した作品を何万人もの多くの人が行き交う梅田という場所で見てもらえる、学内では得難い機会です。 

	❏​スケジュール（概要）＊予定は変更になることがあります。 
	❏​履修にあたっての注意事項​必ずシラバスを読み、内容、スケジュール、その他注意事項をよく確認してください。 
	❏​フコクアトリウム空間プロデュースプロジェクトを履修する為の科目名 
	　　　1年生は、社会実装プロジェクト2FR（2Q）、クリエイティブ・プロジェクト FR 【夏期】、 
	　　　社会実装プロジェクト3FR（3Q） 
	　　　2年生、プロジェクト・マネジメント2FR（2Q）、プロジェクト・マネジメント実習 AW 【夏期】、 
	　　　プロジェクト・マネジメント3FR（3Q）、をすべて履修すること。 
	　　（昨年のプロジェクト科目履修状況によって異なるため、プロジェクト説明会にて個別相談を行います。） 
	 



